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麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

村
　
田
　
右
富
実

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
万
葉
集
巻
一
の
天
武
天
皇
代
を
示
す
標
目
の
も
と
に
収
め
ら
れ
て
い
る

歌
は
四
組
六
首
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
扱
う
麻
門
止
を
め
ぐ
る
歌
二
首
は
、

そ
の
一
首
に
皇
族
や
王
族
と
直
接
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
作
者
表
記

（「

l
」
）
を
持
つ
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
麻
続
王
流
二
於
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
一
之
時
人
哀
傷
作
歌

　
　
打
扇
乎
　
軍
機
王
　
白
水
郎
有
哉
　
射
等
籠
荷
四
間
乃
　
珠
藻
苅
麻

　
　
須
（
1
・
二
三
）

　
　
　
　
麻
挙
挙
聞
レ
之
感
傷
和
歌

　
　
空
蝉
之
　
命
乎
惜
美
　
浪
ホ
所
湿
　
伊
良
理
学
嶋
之
　
玉
藻
苅
食

　
　
（
1
・
二
四
）

　
　
　
　
右
案
二
日
本
紀
一
日
　
天
皇
四
年
乙
亥
夏
四
月
戊
戌
朔
乙
卯

　
　
　
　
三
位
麻
続
穏
婆
レ
罪
流
二
干
因
幡
一
　
一
子
流
二
伊
豆
嶋
｝
　
一
子

　
　
　
　
流
二
血
鹿
嶋
一
也
　
是
云
レ
七
二
干
伊
勢
国
鳥
良
虞
嶋
一
泊
、
若
疑

　
　
　
　
麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

　
　
　
　
後
人
縁
二
歌
辞
】
而
誤
記
乎

麻
続
王
に
つ
い
て
は
未
詳
。
麻
続
王
に
関
す
る
記
述
は
当
該
二
首
以
外

に
は
日
本
書
紀
と
常
陸
国
風
土
記
と
に
、

　
　
三
位
麻
義
士
、
罪
有
り
、
因
播
に
流
す
。
一
子
は
伊
豆
島
に
流
し
、

　
　
一
子
は
血
鹿
島
に
流
す
。
（
天
武
四
年
四
月
十
八
日
条
）

　
　
此
よ
り
往
南
十
里
に
、
板
来
の
村
あ
り
。
近
く
海
浜
に
臨
み
、
駅
家

　
　
を
安
置
く
。
此
を
雁
来
の
駅
と
謂
ふ
。
そ
の
西
に
、
榎
木
、
林
を
成

　
　
す
。
飛
鳥
の
浄
御
原
の
天
皇
の
世
に
、
麻
縄
王
を
遣
ひ
て
、
居
ま
は

　
　
せ
た
ま
ひ
し
処
な
り
。
（
常
陸
国
風
土
記
　
行
方
郡
）

と
残
る
の
み
で
あ
る
。
天
武
朝
に
罪
あ
っ
て
流
さ
れ
た
と
い
う
点
は
い
ず

れ
の
伝
に
も
共
通
す
る
が
、
そ
の
流
刑
地
は
、
「
伊
訴
訟
」
（
万
葉
集
）
、

「
因
幡
」
（
日
本
書
紀
）
、
「
板
来
」
（
常
陸
国
風
土
記
）
と
食
い
違
い
を
見

せ
る
。
実
際
に
流
罪
に
さ
れ
た
こ
と
自
体
を
疑
う
必
要
は
な
か
ろ
う
が
、

流
罪
後
、
短
い
あ
い
だ
に
麻
甲
子
配
流
の
伝
は
激
し
い
朧
化
・
伝
説
化
を

た
ど
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
王
族
が
配
流
さ
れ
た
と
い
う
点
に
着
目
し
た
西
郷
信
綱
氏
「
麻
続
王
」

（『

恬
t
私
記
』
一
九
五
八
年
五
月
）
、
多
田
牡
羊
「
麻
績
王
伝
承
の
昇
華

－
謬
伝
の
構
想
か
ら
一
」
（
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
短
期
大
学
富
士
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
論
叢
第
四
号
・
一
九
九
六
年
三
月
）
は
、
折
口
信
夫
氏
が
「
古
代

人
の
自
然
美
観
の
展
開
」
（
太
陽
三
二
巻
八
号
・
一
九
二
六
年
六
月
／

「
叙
事
詩
の
発
生
」
の
題
に
て
『
折
口
信
夫
全
集
　
第
一
巻
』
所
収
）
等

に
お
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
〈
貴
種
流
離
課
〉
の
枠
組
み
を

当
該
二
首
に
援
用
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
該
歌
成
立
の
可

能
性
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
類
の
も
の
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
、

〈
貴
種
流
離
謳
〉
の
定
義
そ
の
も
の
を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ほ

ぼ
同
時
代
と
い
っ
て
も
よ
い
時
間
帯
の
中
に
あ
っ
て
、
最
低
で
も
三
種
の

伝
承
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
と
し
て
論
の
前
提
に
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。

　
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
伝
承
の
側
か
ら
呼
続
霊
像
に
接
近
す
る
の
で
は

な
く
、
歌
と
い
う
様
式
を
用
い
て
麻
続
王
配
流
事
件
を
表
現
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
の
文
学
史
的
な
側
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

二
　
研
究
史

　
当
該
二
首
に
関
す
る
研
究
史
上
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
前
掲
西
郷
論

文
で
あ
ろ
う
。
西
郷
論
文
は
折
口
論
文
の
述
べ
る
〈
貴
種
流
離
謂
〉
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
麻
続
王
歌
（
1
・
二
四
）
を
、

二

　
　
　
つ
ま
り
、
こ
の
歌
は
王
そ
の
人
が
歌
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
題

　
　
詞
の
「
麻
続
王
こ
れ
を
聞
き
て
感
傷
し
て
和
ふ
る
歌
」
と
い
う
い
い

　
　
方
は
一
の
物
語
的
擬
制
な
の
で
あ
り
、
第
三
者
が
王
の
身
に
な
り
代

　
　
っ
て
歌
っ
て
い
る
の
だ
。

と
し
て
、
1
・
二
四
番
歌
を
麻
続
王
の
実
作
で
は
な
く
、
仮
託
で
あ
る
と

論
じ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、

　
　
二
三
～
四
は
、
伊
良
虞
に
伝
わ
っ
た
伝
説
の
中
の
歌
と
し
て
、
後
人

　
　
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
『
日
本
古
典
集
成
　
万
葉
集
一
』
一
九
七

　
　
六
年
十
一
月
）

　
　
伊
勢
の
伊
良
能
の
島
は
、
持
統
六
年
行
幸
の
折
の
人
麻
呂
作
歌
（
四

　
　
二
）
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
王
の
配
流
地
と
し
て
不
適
。
二
三
・
二
四

　
　
の
二
首
は
、
後
の
人
に
よ
る
仮
託
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
和
歌
文

　
　
学
大
系
　
万
葉
集
ζ
　
一
九
九
七
年
六
月
）

の
よ
う
に
、
後
の
仮
託
と
断
定
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
断
定
と
ま
で

は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　
か
な
り
早
い
時
期
に
麻
績
王
配
流
事
件
は
伝
説
化
し
、
伝
承
内
容
に

　
　
差
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
万
葉
集

　
　
一
』
一
九
九
四
年
五
月
）

と
、
実
作
の
可
能
性
の
低
さ
を
指
摘
す
る
注
釈
書
も
あ
る
。
仮
託
の
実
年

代
を
ど
う
捉
え
る
か
は
別
に
し
て
、
1
・
二
四
早
歌
を
仮
託
と
す
る
説
は



広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
本
稿
も
一
．
二
四
番

歌
を
麻
続
王
の
自
作
と
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
仮
託

の
時
期
を
同
時
代
（
天
武
朝
）
と
す
る
の
か
、
後
の
時
代
（
持
統
朝
以
降
）

と
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
論
証
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え

る
。　
ま
た
、
日
本
書
紀
の
正
史
と
し
て
の
史
料
性
に
重
き
を
置
く
な
ら
ば
、

天
武
四
年
（
六
七
五
）
に
何
ら
か
の
罪
に
よ
っ
て
因
幡
に
流
罪
に
さ
れ
た

麻
苧
王
の
流
刑
地
が
伊
良
虞
（
あ
る
い
は
板
来
）
に
誤
伝
さ
れ
た
う
え
で
、

伝
説
化
し
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
伝
説

生
成
の
原
因
が
因
幡
、
伊
良
虞
、
板
来
と
い
う
地
名
の
類
同
性
に
依
存
す

る
の
か
（
吉
永
登
氏
「
い
ら
こ
島
考
」
芸
林
第
四
巻
一
号
・
一
九
五
三
年

一
月
／
『
万
葉
　
そ
の
異
伝
発
生
を
め
ぐ
っ
て
』
所
収
）
、
あ
る
い
は
逆

に
伊
勢
国
（
常
陸
国
）
に
流
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
伊
良
虞
（
板
来
）
の

地
名
を
呼
び
込
ん
だ
の
か
は
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
。
こ
こ
は
、

当
該
二
首
が
万
葉
集
の
原
三
部
と
目
さ
れ
る
部
分
に
配
列
さ
れ
て
い
る
点

（
伊
藤
博
氏
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
　
上
』
一
九
七
四
年
九
月
、
他
）

に
鑑
み
て
、
天
武
朝
～
持
統
朝
に
か
け
て
当
該
二
首
が
一
対
と
な
っ
て
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

　
　
　
三
　
人
哀
傷
作
歌
（
二
三
番
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
一
・
二
三
番
歌
は
、
訓
に
若
干
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、

　
　
羽
蟻
を
　
麻
続
の
王
「
海
人
な
れ
や
　
伊
良
説
の
島
の
　
玉
藻
刈
り

　
　
ま
す

と
訓
ん
で
よ
か
ろ
う
。
一
首
は
、
「
海
人
な
の
だ
ろ
う
か
、
海
人
で
も
な

い
の
に
玉
藻
を
刈
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
霊
智
王
の
立
場
を
付
度
し
つ

つ
そ
の
現
状
を
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
麻
続
王
に
対
し
て
の
話
者
の

興
味
を
歌
う
。
藻
を
刈
る
海
入
を
歌
う
も
の
の
申
に
は
、

　
　
な
か
な
か
に
　
君
に
恋
ひ
ず
は
　
比
良
の
浦
の
　
海
人
に
あ
ら
ま
し

　
　
を
　
玉
藻
刈
り
つ
つ
（
1
1
・
二
七
四
三
）

　
　
な
か
な
か
に
　
君
に
酔
ひ
ず
は
　
に
ほ
の
浦
の
　
海
人
に
あ
ら
ま
し

　
　
を
　
玉
藻
刈
る
刈
る
（
1
1
・
二
七
四
三
　
或
本
歌
）

　
　
後
れ
居
て
　
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
　
田
子
の
浦
の
　
海
人
に
あ
ら
ま

　
　
し
を
　
玉
藻
刈
る
刈
る
（
1
2
・
三
二
〇
五
）

と
い
っ
た
類
型
表
現
が
見
ら
れ
、
歌
の
表
現
上
、
海
人
で
あ
る
こ
と
が
理

想
的
な
状
態
で
な
い
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
藻
」
を
刈
る
「
海

人
」
は
、
1
1
・
二
七
四
三
番
歌
（
本
伝
、
虚
伝
と
も
）
に
「
君
に
恋
ひ
ず

は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
性
と
し
て
形
象
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
1
2
二
二

二
〇
五
番
歌
も
「
後
れ
居
て
」
と
あ
る
よ
う
に
旅
先
の
男
を
思
っ
て
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



で
あ
ろ
う
し
、
集
中
に
「
海
人
」
と
「
藻
」
と
が
一
首
に
共
存
す
る
他
の

歌
は
、
こ
の
三
例
以
外
に
八
首
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
「
海
人
」
は

女
性
と
し
て
歌
わ
れ
る
。

　
　
潮
干
の
　
三
津
の
海
女
の
　
く
ぐ
つ
持
ち
　
玉
藻
刈
る
ら
む
　
い
ざ

　
　
行
き
て
見
む
（
3
・
二
九
三
）

　
　
～
朝
凪
に
　
玉
藻
刈
り
つ
つ
　
夕
凪
に
　
藻
塩
焼
き
つ
つ
　
海
人
娘

　
　
刷
あ
り
と
は
聞
け
ど
～
（
6
・
九
三
五
）

　
　
玉
藻
刈
る
　
海
人
娘
子
ど
も
　
見
に
行
か
む
　
舟
梶
も
が
も
　
波
高

　
　
く
と
も
（
6
・
九
三
六
）

　
　
梶
の
音
ぞ
ほ
の
か
に
す
な
る
海
人
娘
子
沖
つ
藻
刈
り
に
舟

　
　
出
す
ら
し
も
（
7
・
一
一
五
ニ
ー
下
略
）

　
　
難
波
潟
　
潮
干
に
出
で
て
　
玉
藻
刈
る
　
海
人
娘
子
ど
も
　
汝
が
名

　
　
告
ら
さ
ね
（
9
・
一
七
二
六
）

　
　
こ
れ
や
こ
の
　
名
に
負
ふ
鳴
門
の
　
渦
潮
に
　
玉
藻
刈
る
と
ふ
　
渕

　
　
人
娘
子
ど
も
（
1
5
二
二
六
三
八
）

　
　
我
が
背
子
を
　
我
が
松
原
よ
　
見
渡
せ
ば
　
海
人
娘
子
ど
も
　
玉
藻

　
　
刈
る
見
ゆ
（
1
7
・
三
八
九
〇
）

　
麻
続
王
を
女
性
と
考
え
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
は
、

単
に
「
海
人
で
も
な
い
の
に
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
性
別
を
も
乗
り

越
え
て
、
本
来
的
に
は
行
う
は
ず
の
な
い
藻
刈
り
を
し
て
い
る
こ
と
へ
の

四

興
味
を
歌
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
話
者
の
興
味
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
「
題
詞
と
無
関
係
に
見
る
と
、
罪
人
麻
続
王
を
郷
捻

す
る
意
を
持
ち
う
る
。
」
（
伊
藤
博
氏
『
万
葉
集
早
早
　
巻
第
一
』
一
九
九

五
年
十
一
月
）
の
よ
う
に
、
王
族
た
る
麻
軍
側
が
藻
を
刈
っ
て
い
る
現
況

を
椰
楡
し
て
い
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
題
詞
に
あ
る
よ
う
に
「
哀
傷
」

し
て
い
る
も
の
な
の
か
は
、
歌
表
現
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、

当
該
二
首
を
何
ら
か
の
形
で
有
機
的
な
関
連
を
持
つ
画
筆
と
し
て
論
じ
よ

う
と
す
る
限
り
、
そ
の
興
味
は
、
題
詞
に
あ
る
よ
う
に
「
哀
傷
」
と
し
て

理
解
す
る
以
外
に
な
か
ろ
う
。

　
当
該
歌
は
、
流
罪
後
早
い
段
階
に
お
い
て
伝
説
化
さ
れ
た
麻
続
王
の
気

持
を
付
度
し
哀
傷
す
る
歌
と
し
て
天
武
朝
～
持
統
朝
の
頃
に
存
在
し
た
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
白
鳳
期
の
歌
と
し
て
当
該
歌

は
ど
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ

を
「
時
人
歌
」
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
捉
え
て
み
た
い
。

四
　
「
童
謡
」

と

「
時
人
歌
」

　
日
本
書
紀
に
残
る
「
時
人
歌
」
は
「
童
謡
」
と
ひ
と
し
な
み
に
扱
わ
れ

る
こ
と
も
多
い
が
、
土
橋
毒
血
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
　
日
本
書
紀
編
』

（一

緕
ｵ
六
年
八
月
）
に
よ
れ
ば
、
「
童
謡
」
が
、

　
　
童
謡
は
（
筆
画
）
は
、
何
ら
か
の
社
会
的
事
件
の
前
兆
の
歌
か
、
批



　
　
評
の
歌
で
あ
っ
て
、
そ
の
歌
い
手
（
作
者
）
は
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

　
　
事
件
当
時
の
不
特
定
の
民
衆
が
歌
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

と
、
定
義
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
時
人
歌
」
は
、

　
　
ワ
ザ
ウ
タ
は
、
独
立
歌
謡
と
し
て
の
顔
と
前
兆
の
歌
と
し
て
の
顔
と

　
　
一
一
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
時
人
の
歌
は
社
会
的
事
件
に

　
　
対
す
る
批
評
の
歌
と
し
て
の
一
つ
の
顔
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

　
　
点
は
狭
義
の
物
語
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
て
、
こ
れ

　
　
ら
の
歌
が
「
時
人
」
に
仮
託
し
て
物
語
の
述
作
者
が
創
作
し
た
歌
で

　
　
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

と
、
定
義
さ
れ
る
。
「
時
人
歌
」
が
「
物
語
の
述
作
者
が
創
作
し
た
歌
」

で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
基
本
的
な
区
別
は
こ
の

土
橋
説
に
従
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
「
童
謡
」
が
事
件
や
出
来
事
よ
り

も
前
に
歌
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
時
人
歌
」
は
事
件
や
出
来
事
の
最
中
、

な
い
し
直
後
に
歌
わ
れ
る
点
に
お
い
て
も
、
「
童
謡
」
と
は
明
ら
か
に
別

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
ニ
　

個
で
あ
る
（
詳
細
は
下
表
参
照
）
。

　
さ
ら
に
、
機
能
的
な
区
別
を
考
え
る
と
、
「
童
謡
」
は
そ
こ
に
解
釈
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
よ
う

施
さ
れ
な
い
限
り
、
ま
さ
に
童
謡
で
し
か
あ
り
得
な
い
の
に
対
し
、
「
時

人
歌
」
は
歌
の
表
現
そ
の
も
の
が
事
件
や
出
来
事
と
深
く
関
わ
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
童
謡
」
と
「
時
人
歌
」
と
の
相
違
は
確
か
め

ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
当
該
歌
の
歌
表
現
が
麻

麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

時
間

童
謡

時
人
歌

一
〇
七
（
皇
極
・
短
歌
）

一
〇
八
（
皇
極
・
不
定
型
）

一
〇
九
（
皇
極
・
片
歌
）

一
一
〇
（
皇
極
・
短
歌
）

前

＝
一
（
皇
極
・
短
歌
）
一
二
二
（
斉
明
・
不
定
型
）

一
二
五
（
天
智
・
短
歌
）

＝
一
六
（
天
智
・
不
定
型
）

＝
一
七
（
天
智
・
短
歌
）

一
二
八
（
天
智
・
短
歌
）

後

一
二
四
（
天
智
・
不
定
型
）
？

一
九
（
四
神
・
短
歌
）

二
〇
（
四
神
・
短
歌
）

最
中

二
四
（
景
行
・
短
歌
）

直
後

八
四
（
清
寧
・
短
歌
）

一
〇
五
（
斜
明
・
短
歌
）

＝
二
（
皇
極
・
短
歌
）

五



続
王
事
件
と
直
接
す
る
点
か
ら
、
「
時
人
歌
」
と
の
関
連
を
考
え
た
い
。

　
日
本
書
紀
に
残
さ
れ
た
「
時
人
歌
」
は
以
下
の
六
例
。

　
（
ア
）
箸
墓
の
「
時
人
歌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
た
　
こ
　
し

　
　
～
故
、
大
坂
山
の
石
を
運
び
て
造
る
。
～
人
民
相
瞬
ぎ
て
、
手
逓
伝

　
　
に
し
て
運
ぶ
。
圏
日
丸
・
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
し
ロ
コ
　
コ
　
ロ
　
コ

　
　
　
大
坂
に
　
継
ぎ
登
れ
る
　
二
型
を
　
手
逓
伝
に
越
さ
ば
　
越
し
か

　
　
　
て
む
か
も
（
紀
一
九
－
四
神
十
年
九
月
）

　
（
イ
）
出
雲
振
根
と
飯
入
根
の
「
時
人
歌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ひ
い
り
ね

　
　
～
弟
木
刀
を
抜
く
こ
と
得
ず
。
兄
、
弟
飯
入
根
を
撃
ち
て
殺
す
。
故
、

　
　
黒
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
ら
さ
は
　
　
　
　
　
ロ
　
リ
　
コ

　
　
　
八
雲
立
つ
　
出
雲
武
が
　
侃
け
る
太
刀
　
黒
葛
多
巻
き
　
さ
身
無

　
　
　
し
に
あ
は
れ
（
紀
二
〇
志
山
神
六
十
年
七
個
口

　
　
　
み
　
け

　
（
ウ
）
御
木
の
行
宮
の
「
時
人
歌
」

　
　
　
　
　
み
ち
の
し
り
の
く
に
　
　
み
　
け

　
　
～
筑
紫
後
　
　
国
の
御
木
に
到
り
、
高
田
行
宮
に
思
し
ま
す
。

　　

m
簗
其
の
樹
を
躇
み
て
往
来
ふ
。
圏
丸

　
　
　
朝
霜
の
　
御
木
の
さ
小
橋
　
群
臣
　
い
渡
ら
す
も
　
御
木
の
さ
小

　
　
　
橋
（
紀
二
四
一
昼
行
十
八
年
七
月
）

　
（
エ
）
忍
海
の
角
刺
宮
の
「
時
人
歌
」

　
　
　
　
　
あ
ね
い
ひ
ど
よ
の
あ
を
の
ひ
め
み
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
ど
ま
つ
り
ご
と

　
　
～
天
皇
の
姉
飯
豊
青
皇
女
、
忍
海
角
刺
宮
に
し
て
、
臨
朝
乗
政
し
、

　
　
自
ら
忍
海
飯
豊
青
峰
と
称
り
た
ま
ふ
。
当
世
の
詞
人
、
諭
し
　
日
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
倭
辺
に
　
見
が
欲
し
も
の
は
　
忍
草
の
　
こ
の
高
城
な
る

　
　
　
角
刺
の
宮
（
紀
八
四
一
顕
宗
紀
、
清
寧
五
年
正
月
）

　
（
オ
）
境
部
臣
毛
津
の
自
殺
の
「
時
人
歌
」

　
　
～
乃
ち
出
で
て
畝
傍
山
に
入
る
。
～
天
津
、
走
げ
て
入
る
所
無
し
。

　
　
頸
を
刺
し
て
串
に
死
せ
ぬ
。
團
旗
日
丸

　
　
　
畝
傍
山
　
木
立
薄
け
ど
　
頼
み
か
も
　
毛
津
の
若
子
の
　
籠
ら
せ

　
　
　
り
け
む
（
紀
一
〇
五
－
舘
明
前
紀
）

　
（
カ
）
常
世
の
神
の
「
時
人
歌
」

　
　
～
「
常
世
の
神
を
祭
ら
ば
～
」
～
秦
三
河
勝
、
民
の
惑
は
さ
る
る
を

　
　
　
　
　
　
お
ほ
ふ
べ
の
お
ほ
　
　
　
　
　
　
　
か
む
な
ぎ
ら

　
　
悪
み
て
、
大
生
部
多
を
打
つ
。
其
の
宝
尽
等
、
恐
り
て
勧
め
祭
る
こ

　
　
と
を
休
む
。
時
人
、
便
ち
作
歌
し
て
曰
く
、

　
　
　
太
秦
は
　
神
と
も
神
と
　
聞
え
来
る
　
常
世
の
神
を
　
打
ち
懲
ま

　
　
　
す
も
（
紀
一
一
ニ
ー
皇
極
三
年
七
月
）

　
こ
れ
ら
の
長
々
を
通
覧
す
る
に
、
そ
の
特
徴
は
以
下
の
五
点
に
ま
と
め

ら
れ
よ
う
。

　
　
①
歌
表
現
の
一
部
に
、
事
件
や
出
来
事
に
関
わ
る
固
有
名
詞
、
あ

　
　
　
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
傍
線
部

　
　
　
参
照
）
。

　
　
②
作
者
に
は
興
味
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
（
枠
部
参
照
）
。

　
　
③
短
歌
形
式
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
童
謡
が
不
定
型
の
歌
を
含
む



　
　
　
の
に
対
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
④
歌
わ
れ
る
の
は
事
件
や
出
来
事
の
最
中
、
あ
る
い
は
直
後
で
あ

　
　
　
る
こ
と
。

　
　
⑤
歌
表
現
に
事
件
や
出
来
事
に
対
し
て
、
話
者
の
感
想
が
含
ま
れ

　
　
　
る
こ
と
（
圏
点
部
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
五
点
は
い
ず
れ
も
、
す
べ
て
の
「
時
人
歌
」
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
「
童
謡
」
と
の
比
較
に
お
い
て
も
「
時
人
歌
」
の
特
徴
と
捉
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
前
掲
土
橋
著
は
「
時
人
歌
」
を
書
紀
述
作
者
の
作
と
し
た
が
、

「
時
人
歌
」
の
方
法
が
七
～
八
世
紀
に
存
在
し
た
こ
と
を
否
定
す
る
に
は

至
る
ま
い
。
た
し
か
に
、
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
時
人
歌
」

の
多
く
が
書
紀
述
作
者
の
作
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
が
（
特
に
、
女
神
紀

や
景
行
紀
の
も
の
）
、
逆
に
日
本
書
紀
に
お
け
る
こ
う
し
た
「
時
人
歌
」

の
存
在
は
、
人
々
の
耳
目
を
集
め
る
事
件
や
出
来
事
が
起
き
た
直
後
に
そ

れ
に
関
わ
る
歌
が
人
々
の
あ
い
だ
に
流
布
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
あ
る
い

は
そ
う
し
た
歌
を
作
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
よ
り
積
極
的

に
証
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
個
別
に
見
て
い
っ
た
場
合
も
督
明
前
紀

や
皇
極
紀
の
歌
を
積
極
的
に
書
紀
述
作
者
の
手
に
な
る
仮
託
と
す
る
根
拠

は
見
当
た
ら
ず
、
す
く
な
く
と
も
白
鳳
期
に
は
、
実
際
に
「
時
人
歌
」
が

歌
わ
れ
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

五
　
二
三
番
歌
と
「
時
人
歌
」

　
「
時
人
歌
」
を
上
述
の
よ
う
に
捉
え
て
よ
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
特

徴
は
一
・
二
一
二
番
町
に
も
明
瞭
に
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
歌
の
表

現
上
に
事
件
に
関
す
る
固
有
名
詞
が
登
場
し
（
麻
続
王
）
、
②
作
者
に
興

味
は
示
さ
れ
ず
（
人
）
、
③
短
歌
形
式
で
あ
り
、
④
事
件
最
中
（
後
）
の

詠
で
あ
り
、
⑤
話
者
の
感
想
が
歌
わ
れ
る
（
海
人
な
れ
や
）
。

　
　
　
　
麻
埜
流
二
於
伊
勢
国
伊
農
嶋
乏
過
重
劇
國

　
　
打
麻
を
　
麻
続
の
王
　
海
人
な
れ
や
　
伊
良
主
の
島
の
　
玉
藻
刈
り

　
　
ま
す
（
1
・
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
コ
ご

　
当
該
歌
は
「
時
人
歌
」
の
一
つ
と
し
て
把
握
し
て
よ
い
で
あ
ろ
・
閥
こ

う
し
た
捉
え
方
は
、
全
く
別
の
観
点
か
ら
の
論
証
で
あ
る
が
、
伊
藤
博
氏

「
日
本
書
紀
と
万
葉
集
」
（
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
　
上
』
一
九
七
四
年

九
月
）
も
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
、
重
要
な
指
摘
で
も
あ

り
、
引
用
す
る
。

　
　
静
明
紀
以
降
の
書
紀
歌
謡
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
史
実
を
め

　
　
ぐ
る
講
諭
の
歌
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
督
明
紀
の
一
首

　
　
は
「
時
人
」
の
歌
（
一
〇
五
）
、
皇
記
紀
の
七
首
の
う
ち
、
六
首
は

　
　
「
童
謡
」
（
一
〇
七
）
「
猿
」
の
歌
（
一
〇
八
）
「
謡
歌
」
（
一
〇
九
～

　
　
＝
V
「
時
人
」
の
歌
（
二
二
）
で
あ
り
、
斉
明
紀
の
八
首
の
う

七



ち
一
首
は
「
童
謡
」
（
＝
一
二
）
、
天
智
紀
の
五
首
は
す
べ
て
「
童
謡
」

（一

�
l
～
八
）
で
あ
っ
て
、
計
二
四
首
の
う
ち
一
三
首
ま
で
が
誠

諭
の
歌
で
あ
る
。
杜
会
時
評
に
供
さ
れ
た
物
語
歌
で
あ
っ
て
個
に
即

す
る
歌
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
種
の
歌
は
、
野
明

～
天
智
朝
の
万
葉
歌
に
は
一
首
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
歌

を
め
ぐ
っ
て
、
紀
と
集
と
が
対
立
す
る
こ
と
を
示
す
あ
か
ら
さ
ま
な

現
象
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。

　
と
い
っ
て
も
、
天
武
朝
の
万
葉
歌
に
は
、

　
　
　
麻
続
王
、
伊
勢
の
国
の
伊
良
虞
の
島
に
流
さ
る
る
時
に
、
人

　
　
　
の
哀
傷
び
て
作
る
歌

　
　
打
ち
麻
を
麻
続
の
王
海
人
な
れ
や
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
ま

　
　
す
（
巻
一
、
二
三
）

と
い
う
、
当
面
の
書
紀
歌
謡
（
と
く
に
一
〇
五
・
＝
二
）
に
類
す

る
「
時
人
」
の
歌
が
あ
る
。
題
詞
は
、
・
歌
詞
か
ら
導
か
れ
た
ら
し
い

気
配
が
濃
く
、
天
武
紀
四
（
六
七
五
）
年
四
月
の
「
三
位
麻
続
王
有
レ

罪
流
二
子
因
幡
」
（
万
葉
の
左
注
に
も
引
用
あ
り
）
の
記
録
に
は
合

わ
な
い
け
れ
ど
も
、
麻
垂
王
の
配
流
を
め
ぐ
っ
て
”
時
人
“
の
歌
が

あ
り
、
そ
れ
が
書
紀
に
採
録
さ
れ
う
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ

け
は
否
定
で
き
な
い
。
題
詞
を
離
れ
れ
ば
、
歌
ば
罪
人
麻
続
王
を
椰

楡
す
る
意
に
も
な
り
う
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
ば

八

　
　
あ
い
は
、
歌
謡
を
含
ま
な
い
天
武
紀
に
対
応
す
る
時
代
の
歌
で
あ
る

　
　
こ
と
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
天
武
朝
に
至
っ
て
こ
の
種
の
万

　
　
葉
面
が
登
場
す
る
の
は
、
す
べ
て
を
網
羅
し
よ
う
と
し
た
か
ど
う
か

　
　
は
と
も
か
く
、
天
武
朝
以
降
に
お
い
て
は
「
歌
」
は
別
途
に
集
成
し

　
　
よ
う
と
し
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
採
録
可
能
の
万
葉
歌

　
　
が
静
明
～
天
亡
朝
に
な
く
天
武
～
持
統
朝
の
み
に
見
ら
れ
た
こ
と
と

　
　
同
様
に
、
む
し
ろ
、
歌
に
お
け
る
紀
と
集
と
の
対
立
の
保
証
に
役
立

　
　
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
本
稿
は
日
本
書
紀
と
万
葉
集
と
の
対
応
関

係
に
ま
で
踏
み
込
む
伊
藤
論
文
の
指
摘
を
、
歌
の
機
能
的
な
面
か
ら
補
足

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
当
該
贈
答
の
成
立
事
情
を
め
ぐ
っ
て
、
前

掲
『
万
葉
集
釈
注
　
巻
第
＝
が
、
1
・
二
四
番
歌
に
つ
い
て
そ
れ
を
持

統
朝
に
お
け
る
仮
託
だ
と
し
た
う
え
で
、

　
　
　
の
ち
の
仮
託
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
、
天
武
朝

　
　
よ
り
一
つ
下
が
る
持
統
朝
あ
た
り
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
持

　
　
統
六
年
（
六
九
二
）
三
月
、
持
統
女
帝
が
伊
勢
に
行
幸
し
て
い
る
。

　
　
麻
睡
王
事
件
か
ら
十
七
年
後
で
あ
る
。
一
一
一
二
番
歌
の
よ
う
な
歌
が
伊

　
　
良
工
の
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
宮
廷
人
た
ち

　
　
が
こ
の
折
に
、
先
代
の
罪
び
と
に
思
い
を
入
れ
つ
つ
う
ち
興
じ
た
も

　
　
の
で
あ
ろ
う
か
。



と
、
述
べ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
名
に
関
す
る
矛
盾
は
常

陸
国
風
土
記
の
記
述
も
あ
り
、
こ
こ
に
論
理
的
な
整
合
性
を
求
め
る
の
は

そ
も
そ
も
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
伊
勢
に
流
さ

れ
た
と
い
う
同
時
代
的
な
伝
承
が
あ
っ
た
と
捉
え
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う

し
、
当
該
和
歌
（
1
・
二
四
番
歌
）
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、
あ
え
て
後
代

の
仮
託
と
す
る
だ
け
の
積
極
的
な
理
由
づ
け
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
成
立
事
悟
を
別
に
す
れ
ば
、
1
・
二
三
番
歌
は
「
時
人
歌
」
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
濃
厚
に
「
時
人
歌
」
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
あ

わ
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
「
時
人
歌
」
と
し
て
定
位
で
き
る
一
．
二
三

番
歌
に
和
す
る
一
・
二
四
番
歌
は
い
か
な
る
性
質
を
持
ち
備
え
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

六
　
麻
牛
王
感
傷
和
歌
（
二
四
番
歌
）

　
1
・
二
四
番
歌
の
訓
は
．
結
句
「
玉
藻
二
食
」
を
「
玉
藻
か
り
は
む
」

（『

ﾍ
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
『
和
歌
文
学
大

系
』
な
ど
）
と
訓
む
か
「
玉
藻
か
り
を
す
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
な

ど
）
と
訓
む
か
に
説
が
割
れ
て
い
る
。
原
文
「
食
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も

　
　
豊
国
の
　
企
救
の
長
浜
　
行
き
暮
ら
し
　
日
の
暮
れ
行
け
ば
　
妹

　
　
を
し
そ
　
お
も
ふ

　
　
事
序
念
（
1
2
・
三
二
一
九
）

　
　
か
は
つ
鳴
く
　
清
き
川
原
を
　
今
日
見
て
は
　
い
っ
か
越
え
来
て

麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

　
　
み
っ
つ
し
の
は
む

　
　
見
乍
偲
食
（
7
・
＝
〇
六
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
は
む
」
「
を
す
」
共
に
可
能
な
訓
で
あ
り
、
い
き
お
い

歌
の
解
釈
か
ら
訓
を
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
方
法

は
と
も
す
れ
ば
循
環
論
理
に
陥
り
や
す
い
。
今
は
暫
定
的
に

　
　
う
つ
せ
み
の
　
命
を
惜
し
み
　
波
に
濡
れ
　
伊
良
虞
の
島
の
　
玉
藻

　
　
刈
り
食
む

と
、
訓
ん
で
お
く
。
一
首
は
「
命
が
惜
し
い
の
で
、
波
に
濡
れ
な
が
ら
伊

良
虞
の
島
の
藻
を
刈
っ
て
食
べ
て
い
る
。
」
と
い
う
麻
続
王
の
食
生
活
を

歌
う
も
の
で
あ
る
。
あ
え
て
「
命
を
惜
し
み
」
と
歌
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
の
食
生
活
は
、
命
長
ら
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
貧
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
「
命
」
を
「
惜
し
」
と
歌
う
点
に
着
目
し
て
み
る
と
、
集
中

に
「
命
」
と
「
惜
し
」
と
が
共
存
す
る
歌
は
全
十
例
（
当
該
歌
を
含
ま
ず
）
。

ヶ
ち
、
自
分
の
「
命
」
に
関
し
て
歌
う
も
の
が
九
例
と
そ
の
大
部
分
を
占

め
る
（
例
外
は
1
9
・
四
二
＝
組
歌
の
み
）
。
そ
の
九
例
の
内
訳
は
、
「
命
」

を
「
惜
し
く
な
い
」
と
歌
う
相
聞
歌
が
五
例
（
9
・
一
七
六
九
、
1
1
・
二

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず

六
六
一
　
1
2
・
三
〇
八
二
、
1
5
・
三
七
四
四
、
1
6
二
二
八
＝
二
）
。

れ
も
、
恋
の
た
め
な
ら
ば
、
自
分
の
命
は
惜
し
く
は
な
い
と
い
う
、

　
　
か
く
の
み
し
　
恋
ひ
し
渡
れ
ば
、
た
ま
き
は
る
　
命
も
我
は

　
　
け
く
も
な
し
（
9
・
一
七
六
九
）

九

階
し



の
類
型
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
命
」
を
「
惜
し
む
」
は
、
三
例
。

　
　
～
お
よ
し
を
は
　
か
く
の
み
な
ら
し
　
た
ま
き
は
る
　
命
惜
し
け
ど

　
　
せ
む
術
も
な
し
（
5
・
八
〇
四
　
山
上
早
良
「
哀
世
間
難
住
歌
」
）

～
た
ま
き
は
る
　
命
惜
し
け
ど

か
く
し
て
や
　
あ
ら
し
を
す
ら
に

二
　
大
伴
家
持
）

せ
む
術
の
　
た
ど
き
を
知
ら
に

嘆
き
ふ
せ
ら
む
（
1
7
・
三
九
六

　
　
～
た
ま
き
は
る
　
命
惜
し
け
ど
　
せ
む
術
の
　
た
ど
き
を
知
ら
に

　
　
隠
り
居
て
　
思
ひ
嘆
か
ひ
～
（
1
7
・
三
九
六
九
　
大
伴
家
持
）

　
こ
ち
ら
は
憶
良
の
「
哀
世
間
難
懸
歌
」
（
5
・
八
〇
四
）
を
そ
の
始
発

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
「
命
が
惜
し
い
の
で
藻
を

刈
る
」
と
歌
う
当
該
歌
は
、
集
中
に
あ
っ
て
特
殊
な
位
置
を
占
め
て
い
る

こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
己
の
「
命
」
を
客
観
的
に
叙
し
、
さ
ら
に
、
男
性
で

あ
る
自
分
が
本
来
し
な
い
は
ず
の
藻
刈
り
の
目
的
を
そ
の
「
命
」
に
認
め

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
性
は
麻
続
王
が
伊
良
虞
に
流
さ
れ
た
と

い
う
出
来
事
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
の
み
有
意
と
な

る
。　

す
な
わ
ち
、
当
該
歌
は
一
・
二
三
番
歌
に
対
す
る
和
歌
と
し
て
極
め
て

個
別
性
の
高
い
歌
で
あ
り
、
「
時
人
歌
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
歌
に
、

事
件
の
当
事
者
そ
の
人
が
和
し
た
歌
と
し
て
定
位
で
き
よ
う
。
伝
説
中
の

当
事
者
詠
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

十

　
初
期
七
夕
歌
（
人
麻
呂
歌
集
所
出
の
七
夕
歌
）
の
特
徴
の
一
つ
に
当
事

者
詠
の
多
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
が
（
稲
岡
耕
二
氏
『
人
麻
呂
の
表
現
世
界
』

一
九
九
一
年
七
月
、
身
崎
壽
氏
「
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
の
作
中
主
体
」

『
日
本
古
典
文
学
の
諸
相
』
一
九
九
七
年
一
月
、
品
田
悦
一
氏
「
人
麻
呂

歌
集
の
七
夕
歌
」
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
　
第
二
巻
』
一
九
九

九
年
九
月
、
他
）
、
当
該
歌
の
方
法
は
こ
う
し
た
初
期
七
夕
歌
の
そ
れ
に

極
め
て
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
人
麻
呂
歌
集
初
出
の
七
夕
歌
の
す

べ
て
を
天
武
朝
に
お
け
る
下
作
と
捉
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
問
題
も
あ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
な
お
白
鳳
期
の
歌
の
あ
り
よ
う
と
し
て
把
握
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。

　
出
来
事
や
事
件
、
あ
る
い
は
伝
説
の
当
事
者
を
歌
の
話
者
に
据
え
る
こ

と
が
、
歌
の
方
法
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
今
は
問
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
当
該
歌
は
巷
間
の
事
件
で
あ
る
麻
続

王
の
配
流
に
関
わ
る
「
時
人
歌
」
に
麻
続
王
そ
の
人
が
和
す
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
歌
の
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、

実
際
に
は
麻
続
王
自
身
が
和
す
る
べ
く
も
な
く
、
誰
か
が
事
件
の
当
事
者

で
あ
る
麻
叙
勲
に
成
り
代
わ
っ
て
作
っ
た
こ
ど
は
疑
い
な
い
。
い
い
か
え

る
な
ら
ば
、
1
・
二
四
番
歌
は
麻
続
王
事
件
と
い
う
同
時
代
性
の
極
め
て

高
い
伝
説
、
そ
の
伝
説
内
部
の
当
事
者
詠
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

、



七
　
む
す
び

　
当
該
二
首
は
、
麻
続
王
事
件
に
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
第
三
者
が
伝
説

内
の
当
事
者
の
気
持
を
付
度
し
て
歌
う
「
時
人
歌
」
と
、
そ
の
「
時
人
歌
」

を
ま
っ
こ
う
か
ら
捉
え
、
和
し
て
ゆ
く
伝
説
内
部
の
当
事
者
詠
か
ら
成
立

し
て
い
た
。
同
時
代
性
の
極
め
て
高
い
伝
説
に
お
け
る
第
三
者
と
当
事
者

と
の
贈
答
（
1
・
二
三
番
歌
は
麻
続
王
に
送
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
贈
答
と
は
い
え
な
い
が
）
と

い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
箭
明
前
紀
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
時
人
歌
」
の
方
法
が
口
調
の
時
代
に

根
生
い
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
と
、
当
該
二
首
が
天
武
朝
に
配
列
さ
れ
て

お
り
、
口
承
と
記
載
と
の
狭
間
に
位
置
し
て
い
る
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、

口
論
歌
（
1
・
二
三
番
歌
）
と
記
載
歌
（
1
・
二
四
番
歌
）
と
の
接
触
の

瞬
間
を
こ
の
二
首
に
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

た
め
に
は
天
武
朝
に
お
け
る
和
歌
の
書
記
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
や
、
七

夕
歌
の
記
載
性
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
ざ
る
を
得
ず
、
今
は
そ
の
可
能
性

を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
ま
た
、
伝
説
内
の
当
事
者
へ
の
強
力
な
ベ
ク
ト
ル
を
持
つ
一
・
一
＝
二
番

歌
は
伝
説
の
主
人
公
に
積
極
的
に
関
わ
っ
・
て
ゆ
く
「
吉
備
津
采
女
挽
歌
」

（
2
・
二
一
七
～
二
一
九
）
へ
、
ま
た
、
伝
説
内
の
当
事
者
詠
（
1
・
二

麻
続
王
を
め
ぐ
る
歌
二
首

四
番
歌
）
は
「
鴨
山
自
傷
歌
」
（
2
・
二
一
一
三
）
へ
の
方
法
的
展
開
を
担

う
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

注

一二三

初
句
「
う
ち
そ
を
」
と
訓
む
か
、
「
う
つ
そ
を
」
と
訓
む
か
で
説
が

割
れ
る
が
、
歌
の
解
釈
に
直
接
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
。

表
の
凡
例
は
以
下
の
通
り
。

・
紀
一
二
四
番
歌
は
一
応
、
時
間
的
に
は
法
隆
寺
の
火
災
の
後
兆

　
と
し
て
「
後
」
に
分
類
し
た
が
、
壬
申
の
乱
の
前
兆
の
可
能
性

　
も
否
定
で
き
な
い
。

・
「
童
謡
」
の
認
定
は
、
前
掲
土
橋
著
に
拠
っ
た
。

・
「
童
謡
」
の
う
ち
、
紀
一
〇
八
番
歌
は
「
猿
の
歌
」
、
紀
一
〇
九

　
番
歌
～
紀
一
一
一
番
歌
は
「
謡
歌
」
。

・
「
時
人
歌
」
の
う
ち
、
紀
八
四
番
歌
は
「
当
世
詞
入
」
の
歌
。

当
該
歌
を
「
時
人
歌
」
と
し
て
捉
え
る
先
行
研
究
に
は
中
西
進
氏

『
万
葉
集
」
（
講
談
社
文
庫
）
、
前
掲
多
田
論
文
な
ど
が
あ
る
。

（
む
ら
た
　
み
ぎ
ふ
み
・
本
学
助
教
授
）

＝


